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第２０章　　　衛生・環境
医療施設・病床
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病院数、病床数は減少、一般診療所数は増加
　平成29年医療施設調査によると、平成29年10月１日現在の病院数は、一般病院482施設、精神病院39施設の合計521施設で、前年より２施設減少しています。病床数は10万6,920床で、前年より85床減少しています。
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また、一般診療所は8,400施設、歯科診療所は5,509施設で、前年と比べると一般診療所は13施設増加し、歯科診療所は44施設減少しています。
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死因別死亡数

約３人に１人が「悪性新生物(がん)」による死亡
　平成29年人口動態統計によると、平成29年中の府内の死亡数は８万7,082人で、死亡原因で最も多かったのは、悪性新生物で２万5,916人(死亡数全体の29.8％)となっています。次いで、心疾患(高血圧性除く)１万4,133人(同16.2％)、肺炎7,239人(同8.3％)となっており、上位３疾患で全死亡数の５割以上を占めています。従来は、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患が三大死因といわれていましたが、平成17年以降は肺炎による死亡者数が、脳血管疾患による死亡者数を上回っています。

感染症・食中毒

患者数総数は前年比減少
平成29年の感染症・食中毒の患者総数は4,820人で、前年よりも469人（前年比8.9％）減少しています。前年と比べた感染症類型別患者数は、結核が64人（同3.3％）、食中毒が597人(同41.3％)減少しています。一方で梅毒については患者数249人（同42.1％）増加と、近年は増加傾向にあり、平成20 年と比べると約10.1倍に増加しています。

ごみ処理

一般廃棄物排出総量は年々減少
　平成28年度の一般廃棄物の排出総量は約307万4,000ｔで、前年より約７万3,000ｔ（前年比2.3％）減少しました。さらに、平成18年度と比較すると約116万6,000ｔ減少しています。
また、一般廃棄物のうち資源化された量は約42万5,000ｔで、リサイクル率は13.8％となっており、平成18年度と比較すると3.2ポイント増加しています。


病院数と病床数の推移





[大阪府統計年鑑　第20章1表より]





[大阪府統計年鑑　第20章15表より]





主な死因別死亡数の推移





[大阪府統計年鑑　第20章17表より］





感染症・食中毒患者数の推移





[大阪府統計年鑑　第20章20表より]





一般廃棄物排出量とリサイクル率の推移








